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青色光とAIを用いた木質化人参判別装置の開発

背 景

成 果

期待される効果

全国の人参加工工場での利用が想定され、判別工程の人員9割を削減可能。
食品機械展FOOMA JAPANで普及を図る。

一般共同研究 

人参の加工工場では、木質化人参の除去に多くの人手を要しており、
その判別工程の自動化が必要である。

１ ２正答率98.8％のAI判別手法を開発

共同研究機関：(株)安西製作所 協力機関：(株)北海道フーズ

木質化人参判別装置を製品化予定

木質化の成分が青色光で蛍光するため判別可能

人参の加工工場の現状

良品人参の切断面（光らない） 木質化人参の切断面（光る）

木質化人参判別装置を試作し
実証試験を実施

実証試験の結果
・正答率 ：約91.5％
・処理速度：約3本／秒

木質化人参は60人で判別・除去
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